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（３）景観 10 年、風景 100 年、風土 1000 年、自然は郷土の構成要素である。 

〇自然は山・川・海の総合である。
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≪鈴木輝明氏講演：「二枚貝類の水質浄化機能と豊川河口域における大量発生の仕組み」≫ 

※名城大学大学院総合学術研究科特任教授  

〇ダム建設の影響は、上流から下流、海まで調査しなければならない。設楽ダム建設に

よる三河湾への影響も考慮するべきである。



38 

３－４ ダムの機能維持：堆砂容量 600万㎥

≪角哲也氏講演：「ダムと土砂環境について」≫ 

※京都大学防災研究所水資源環境研究センター長 教授  

（１）なぜ、ダムに土砂が貯まるのか。 
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（２）ダムに土砂が貯まると、何が起きるのか。 

（３）その影響は、どれだけ深刻か。 

（４）土砂堆積は、あらかじめ想定されている。しかし、予測精度には課題がある。 
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（５）土砂管理をどうするか。どのような対策が進められているか。 
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（６）まとめ 

≪参考 堆砂についての国土交通省中部地方整備局説明 600万㎥の変更の必要はない≫
設楽ダムの 100年間の堆砂を考慮した。
①計画比堆砂量 870（㎥/㎢/年）×②流域面積 62.2㎢＝54.114㎥/年×③計画堆砂年 100
年＝5,411,400万㎥＜600万㎥。したがって、変更の必要はない。

≪参考 今本今本博健氏意見 堆砂への対策、堆砂による機能不全とダム撤去の費用を事

前に明らかにするべき。≫

設楽ダム（に限らないが）の堆砂計画は 100年持てば良いという前提に立っている。
①ダムも 100 年持てば良いなら、100 年後の撤去計画も事前に示し、その費用負担も示 
しておくべきである。

 ②既に建設されたダムで堆積した土砂を排除する作業が行われているが、多額の費用が

掛かることに加え、全てのダムで行うことはできない。設楽ダムで堆積した土砂を排

除するなら、その作業と費用をあらかじめ示しておくべきである。


